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新
市
「
か
ほ
く
市
」
の
誕
生
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権
推
進
な

ど
に
対
応
し
た
、
堅
固
な
行
財
政
基

盤
の
構
築
を
目
的
と
し
た
高
松
町
・

七
塚
町
・
宇
ノ
気
町
３
町
の
合
併
協

議
も
、
19
回
に
及
ぶ
合
併
協
議
会
で
全
て
の
協
議
が
終
了
し
、
３

月
１
日
、
県
下
で
９
番
目
の
市
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。

碧
い
海
、
豊
か
な
み
ど
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
か
ほ
く
市
の
市

章
も
決
定
さ
れ
、
今
後
は
国
内
は
も
と
よ
り
、
広
く
世
界
に

「
か
ほ
く
市
」
を
発
信
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

歴
史
的
大
合
併
が
実
現
で
き
ま
し
た
の
も
、
３
町
に
は
、
地

理
的
条
件
は
も
と
よ
り
、
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ
り
、
人
口
、

財
政
指
標
な
ど
も
極
め
て
類
似
し
て
い
た
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
社
会
情
勢
の
中
で
、
新
市
の
取
り

組
む
べ
き
課
題
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
合
併
協
議
の
中
で
策
定

さ
れ
た
新
市
建
設
計
画
を
基
軸
と
し
て
、
私
た
ち
の
子
孫
の
た

め
、
10
年
、
20
年
後
も
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
庁
舎
は
当
面
、
分
庁
方
式
を
と
る
こ
と
と
し
、
旧
役
場
庁

舎
で
今
ま
で
同
様
に
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
ま
す

よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
致
し
て
参
り
ま
す
。

県
内
合
併
第
１
号
と
し
て
、
大
海
原
に
船
出
し
た
か
ほ
く
市

の
飛
躍
、
発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

三
月
一
日

「
新
生
か
ほ
く
市
」今
大
海
原
へ

市
長
職
務
執
行
者

宮
本

一
雄

宮
本
一
雄
市
長
職
務
執
行
者（
前
宇
ノ
気
町
長
）、
谷
本
正
憲
県
知
事
、
向
出
勉
県
議
会
議
長
、
山
出
保

石
川
県
市
長
会
長（
金
沢
市
長
）ら
が
市
役
所
玄
関
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

矢田富郎、八十出泰成、木本利夫県議会議員、町会・
区長会代表と保育園児が庁舎壁面の市章を除幕

市
役
所
大
集
会
室
に
会
場
を
移
し
た
式
典
で

は
、
宮
本
一
雄
市
長
職
務
執
行
者
が「
20
年
、

30
年
後
に
市
民
か
ら
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
、
夢
の
あ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式 典

かほく市役所銘板

大型ディスプレイで市長職務執行者の
挨拶を見る高松庁舎の職員

大型ディスプレイで市長職務執行者の
挨拶を見る七塚庁舎の職員

平
成
16
年
３
月
４
日
斥
か
ほ
く
市

議
会
の
第
１
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

正
・
副
議
長
並
び
に
議
会
人
事
が
決

ま
り
ま
し
た
。

議
長
あ
い
さ
つ

議
員
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
推

挙
に
よ
り
、
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余

る
光
栄
で
す
。

議
会
人
と
し
て
、
か
ほ
く
市
の
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
精
一
杯
の

努
力
を
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

議 長

中村 修一
［当選回数３回］

かほく市大崎２字19番地

副 議 長

小笠原宏光
［当選回数３回］
かほく市木津ロ３番地

高
松
町
・
七
塚
町
・
宇
ノ
気
町
が

３
月
１
日
合
併
し
、
平
成
の
大
合
併

で
は
石
川
県
内
第
１
号
の「
か
ほ
く

市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
か
ほ
く
市

役
所
（
旧
宇
ノ
気
町
役
場
）
で
開
市

式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
２
０
０
人
が

県
内
第
９
番
目
の
市
発
足
を
祝
う
と

と
も
に
、
新
た
な
歴
史
の
第
１
歩
を

刻
み
ま
し
た
。

開
庁
式
で
市
役
所
と
高
松
庁
舎

（
旧
高
松
町
役
場
）、
七
塚
庁
舎（
旧
七

塚
町
役
場
）の
銘
板
が
除
幕
さ
れ
ま

し
た
。
法
定
合
併
協
議
会
設
立
か
ら

約
２
年
を
経
て「
か
ほ
く
市
」が
産
声

を
上
げ
、
か
ほ
く
市
の
人
口
は
３
５,

４
５
５
人（
３
月
１
日
現
在
）、
面
積

は
64
・
76
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な

り
ま
し
た
。

か
ほ
く
市
は
当
面
分
庁
方
式
を
と

り
、
市
役
所
に
総
務
部
・
市
民
部
・

議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局
、

高
松
庁
舎
に
産
業
建
設
部
・
企
業

局
、
七
塚
庁
舎
に
教
育
部
を
配
置
、

各
庁
舎
に
は
市
役
所
部
門
の
業
務
を

受
け
付
け
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も

設
置
し
ま
し
た
。

市章を除幕

かほく市議会

初
代
正
・
副
議
長
決
ま
る
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1 F 七
塚
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

正面玄関

サービスセンター

2 F

学 校
教育課

体育振興課

学校教育課

教育長室

3 F
生涯学習課

生涯学習課

業 務 内 容電話番号課部

教育委員会、学校教育の管理・運営、就
学・入学、教育施設の整備、学校給食
など

２８３-７１３６学校教育課

教

育

部

生涯教育、公民館、芸術・文化の振興、
文化財調査保護、青少年の健全育成、
国際交流の推進、男女共同参画など

２８３-７１３７生涯学習課

体育振興、総合型地域スポーツクラ
ブ、体育施設の管理など２８３-７１３８体育振興課

業務内容電話番号課部

戸籍、住民登録、印鑑登録・証明、税
諸証明、臨時運行許可、犬の登録、ご
み処理相談、公共料金の収納、市営バ
ス利用券及び能登有料道路割引通行
券など

２８３-７１３５サービス
センター

総
務
部

１F 七塚在宅介護支援センター

１F サービスセンター

３F 生涯学習課 ２F 学校教育課

代
表

牲
２
８
３
―

２
１
２
１

代
表

性
２
８
３
―

２
８
９
４

か
ほ
く
市
七
塚
庁
舎
（
旧
七
塚
町
役
場
）
〒
９
２
９
―

１
１
９
３

か
ほ
く
市
浜
北
ハ
６
番
地
１

かほく市七塚庁舎

保険医療課 市 民 課
収入役

正面玄関

電算室

税 務 課 環境安全課

助役室

管理課 合 併
調整室

会計課
サービス
センター

総務課議 会
事務局

正 副
議長室

監査委員
事 務 局

企 画
財政課

議 場

総 務 課市 長 室

議
員
控
室

正
面
玄
関

健康福祉課
福 祉
事務所

中央在宅
介護支援
センター

市 役所 2 F

東庁舎 3 F

市 役 所 1 F

東 庁舎 2 F

宇ノ気保健福祉センター
（ほのぼの健康館） 1 F

業 務 内 容電話番号

本会議、請願・陳情、傍聴など２８３-７１２６議会事務局

一般・特別監査、出納検査、決算審査など２８３-７１２７監査委員事務局

業 務 内 容電話番号

歳入歳出管理など２８３-７１２５会計課

業 務 内 容電話番号課部

地域自治会、議会及び議案連絡調整、秘書、情報公開、例規
編纂、選挙の管理・執行、選挙管理委員会、公平委員会、固
定資産評価審査委員会、人事・福利厚生、給与など

２８３-１１１１総務課

総

務

部

合併後の管理・調整など２８３-７１２８合併調整室

総合案内、市営バス利用券及び能登有料道路割引通行券など２８３-１１１０サービスセンター

財政計画、予算・決算、総合計画、電算情報処理の調整・
管理、広報・広聴、統計調査など２８３-１１１２企画財政課

公有財産管理、庁舎管理、庁用車管理、入札、契約、土
地開発公社、墓地公園など２８３-１１１３管理課

個人・法人市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税、土地・
家屋・償却資産の調査賦課、市税の徴収・督促、税諸証明など２８３-１１１４税務課

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録・証明、保育園、児童手
当、市民相談など２８３-１１１６市民課

市

民

部

健康相談、健康手帳、住民健康診査、予防接種、老人及
び障害者福祉など２８３-７１２０健康福祉課

宇
ノ
気
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー 生活保護、ひとり親家庭福祉、心身障害児福祉、児童福祉など２８３-７１２１福祉事務所

国民健康保険、国民年金、福祉・障害基礎年金、介護認定、
介護保険、老人医療、乳幼児医療、心身障害者医療など２８３-７１２３保険医療課

公害防止、不法投棄、一般廃棄物、墓地、リサイクル推進、
防災、交通安全、防犯、防犯灯、犬の登録、狂犬病予防など２８３-７１２４環境安全課

か
ほ
く
市
役
所
（
旧
宇
ノ
気
町
役
場
）

〒
９
２
９
―

１
１
９
５

か
ほ
く
市
宇
野
気
二
81
番
地

代
表

牲
２
８
３
―

１
１
１
１

代
表

性
２
８
３
―

１
１
１
５

かほく市役所
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投 票 所旧町名投 票 区

かほく市立高松第一保育園 遊戯室

旧
高
松
町

第１投票区

かほく市立高松第二保育園 遊戯室第２投票区

旭町会館 集会室第３投票区

若緑集会場 集会室第４投票区

かほく市立大海第一保育園 遊戯室第５投票区

かほく市立大海第二保育園 遊戯室第６投票区

かほく市高松社会福祉センター 児童遊戯室第７投票区

かほく市木津公民館 大ホール

旧
七
塚
町

第８投票区

かほく市七塚防災センター 研修集会場第９投票区

かほく市七塚勤労青少年ホーム 軽運動室第１０投票区

かほく市立外日角小学校 屋内体育館第１１投票区

かほく市白尾公民館 大ホール第１２投票区

対象となる人期日前投票所名投 票 区

選挙人名簿に登録され、旧高松町にお住まいの方
かほく市高松女性センター １階事務所
（旧高松町働く婦人の家）

第１～７投票区
（旧高松町区域）

選挙人名簿に登録され、旧七塚町にお住まいの方
かほく市七塚社会福祉センター １階第２会議室
（旧七塚町役場）

第８～１２投票区
（旧七塚町区域）

選挙人名簿に登録され、旧宇ノ気町にお住まいの方
かほく市役所 １階第１会議室
（旧宇ノ気町役場）

第１３～２０投票区
（旧宇ノ気町区域）

か ほ く
市長選挙

投 票 日

4月11日隻
午前７時～午後８時

入場券をご持参のうえ、各投票所で投票してください。

［投票所は従来の場所と同じです］

当日、仕事や旅行などで投票できない方は、期日前投票ができます。

各投票区により、期日前投票場所が定まっております。入場券をご持参のうえ、投票してください。

［期日前投票所は従来の不在者投票場所と同じです］

■問い合わせ先 かほく市選挙管理委員会事務局 牲283-1111

期 日 前 投 票 期 ［従来の不在者投票に変わるものです］

4月5日席～4月10日析
午前８時30分～午後８時

開 票 所 ・ 開 票 時 間

かほく市役所 ３階 大集会室
午後９時30分から

間

投 票 所旧町名投 票 区

かほく市立新化保育園 遊戯室

旧
宇
ノ
気
町

第１３投票区

かほく市宇ノ気体育センター 体育館第１４投票区

かほく市指江公民館 講堂第１５投票区

かほく市大崎区民会館 集会場第１６投票区

かほく市よこやま研修館 大研修室第１７投票区

かほく市上田名公民館 講堂第１８投票区

かほく市七窪公民館 会議室第１９投票区

かほく市内日角多目的研修集会施設 集会室第２０投票区

2 F

都市建設課

1 F 高
松
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

正面玄関

サービスセンター

商工観光課

3 F

農林水産課

正
面
玄
関

水 道 課

高松北庁舎 1 F

下水道課

2 F

業 務 内 容電話番号課部

除雪、市営住宅、入居判定、道路・橋梁の新設改良、都市計画
の策定、都市計画道路、都市公園、開発許可業務、建築確認申
請、土地区画整理など

２８１-３９２０都市建設課
産
業
建
設
部

農地転用、農業者年金、農業委員会、土地改良事業、農村総合
整備事業、地籍調査、農林水産業の振興など２８１-３９２１農林水産課

産業・商工の振興、消費者行政、企業誘致、公営駐輪場・駐車場、
市営バスの運営・管理・利用券及び能登有料道路割引通行券など２８１-３９２２商工観光課

量水器の検針、上下水道料金の徴収など２８１-３９２３水道課高
松
北
庁
舎

企

業

局 公共下水道及び農業集落排水の整備など２８１-３９２４下水道課

業 務 内 容電話番号課部

戸籍、住民登録、印鑑登録・証明、税諸証明、臨時運行許可、
犬の登録、ごみ処理相談、公共料金の収納など２８１-２１２２サービスセンター

総
務
部

代
表

牲
２
８
１
―

２
１
２
１

代
表

性
２
８
１
―

０
７
１
４

か
ほ
く
市
高
松
庁
舎
（
旧
高
松
町
役
場
）
〒
９
２
９
―

１
２
９
２

か
ほ
く
市
高
松
ウ
１
番
地
１

１F 商工観光課

１F サービスセンター

高松北庁舎（高松庁舎横）

かほく市高松庁舎



TO
W

N
 TO

PICS

身近な話題など、
皆様からのお便
りお待ちしてい
ます。

企画財政課
牲283-1112

2/8 昭和23年に宇ノ気町制施行後、最後の第56回宇
ノ気町制施行記念耐寒継走大会が開催され、石川県内
から71チームが雪の降る中、４区間13.2㎞の周回コー
スに白熱したレースが展開されました。

宇ノ気町最後の
第56回 宇ノ気町制施行記念耐寒継走大会

東京宇ノ気会
設立15周年を祝う

2/1 ふるさとを宇ノ気町とし、
ふるさと交流を目的とする東京宇
ノ気会（会員数98名）は浅草で郷
里から宮本一雄町長、宮村敏雄議
長らを招き、設立15周年の祝賀
会を開催。消えゆく「宇ノ気町歌」斉唱に始まり、平成元年３月浅草で設立以
来15周年を迎えた感激を新たにしました。景品に大崎産の甘藷、記念に「八
講屋」謹製饅頭など故郷の味を賞味。「かほく市」と東京宇ノ気会の前途洋々を
祈念しました。

2/20 瀬戸町農産物加工生
産組合は第63回中日農業賞
特別賞を受賞。瀬戸町集落
内のほぼ全戸が参加して生

産・販売をし、主に高齢者や女性たちにより構成され、「わがむらの企業」と
いう意識に取り組むなど地域の活動拠点となっています。
こだわりのかぶら寿しや味噌等を加工販売し、全国各地に出荷され、年々
注文が増加。高崎武義組合長は「何度もやめようと思ったが頑張り続けて良
かった」と話されました。

瀬戸町こだわりのかぶら寿司
中日農業賞 特別賞を受賞
瀬戸町農産物加工生産組合

うまい米・野菜・果物づくり農家を表彰
1/20 河北郡農業改良推進協議会と河北郡中核農家連絡会による河北郡農業生産共
励会の表彰式が内灘町役場で行われました。各部門で優秀な成績を収めた個人、団体
が表彰され、体験発表や講演会がありました。

◎うまい米づくり部門
最優秀賞 細井 重嘉さん（夏 栗）
優 秀 賞 村井 博さん（横 山）
優 良 賞 村田 治夫さん（笠 島）

渡辺 恒夫さん（狩鹿野）

◎園芸ブランド部門
最優秀賞 喜綿 雅之さん（大 崎）
優 秀 賞 中沼生産組合
優 良 賞 中西 博さん（木 津）

真田 幸治さん（内高松）

◎チャレンジ作物部門
優 秀 賞 瀬戸町農産物加工生産組合

待望のスポーツ拠点
「ジョイ館」完成

2/1 かほく市民の健康
づくりの拠点となる総合
型地域スポーツクラブ拠
点施設「ジョイ館」がアク
ロス高松の隣に完成。ジ
ョイ館は鉄筋２階建て延べ3,221㎡。温水プール、浴室、体力作り
マシンジム、スタジオ、ミーティングルームなどを備えており、総
事業費９億５千８百万円で建設。地域スポーツクラブの育成を目的
に建設され、同日会員2,314人で発足した地域総合スポーツクラブ
「ジョイアクロス」は、将来的には会員数3,000人を目指しています。
また、管理運営を「蹟高松公共施設等管理公社」に委託、さらに同
公社がサービス向上を目指し、コナミスポーツ㈱に運営業務を委託
しています。

名
古
屋
中
日
パ
レ
ス
で
の

中
日
農
業
賞
贈
呈
式

細
井
重
嘉
さ
ん（
夏
栗
）

喜
綿
雅
之
さ
ん（
大
崎
）

市
民
念
願
の
ジ
ョ
イ
館
プ
ー
ル
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平成の市町村合併に伴い、県内で初めて高松、七塚、宇ノ気の３町が合併し
て３月１日かほく市に生まれ変わるのを機に、それぞれの町の閉町式が行われ、
県内で９番目となる新市誕生への思いを新たにしました。
慣れ親しんだ町への惜別と来る新市への期待から、さまざまな思いを交錯
させながら、高松町82年、七塚町64年、宇ノ気町56年の歴史に幕を閉じま
した。

2/11 公式行事で最後となる町歌を斉唱。
出席者全員で町の躍進の願いが込められた
町歌を万感の思いで口ずさみました。明治
22年に市町村制が施行され、７つの地域が
まとまって七塚村が成立。昭和15年２月、
町制を施行し、七塚町となり、今回初めて
の合併を迎えました。

2/11「宇ノ気町民は温かく交わり、互いに
助け合い、明るい町をつくりましょう」と出
席者全員が町民憲章を唱和。明治40年８月、
西英村と金津村が合併して宇ノ気村が成立、
昭和23年２月に町制施行され、昭和35年に
あらたな金津村と合併。

2/15 町民憲章の唱和、万歳三唱で消え行く町へ
の愛着を胸に刻み、町勢発展を支えた先人の「負けじ
魂」に感謝を込め、82年の歴史を刻む転機に寂しさ
と期待を交錯させました。高松村が大正11年に高松
町として町制施行し、昭和29年に南大海村と合併。

旧
七
塚
町
役
場

旧
宇
ノ
気
社
会
教
育
福
祉
会
館

旧高松町社会福祉センター



老
朽
化
消
火
器
を
一
斉
回
収
し
ま
す

回
収
日

３
月
21
日
隻

10
時
〜
12
時

３
月
28
日
隻

10
時
〜
12
時

回
収
場
所

か
ほ
く
市
内
日
角
３
丁
目
１
番
地

消
防
本
部

か
ほ
く
市
高
松
オ
21
番
地
１

高
松
分
署

回
収
費
用

消
火
器
を
破
棄
し
よ
う
と
す
る
人
の
個

人
負
担
で
す
。（
１
本
１,
０
０
０
円
税
込

み
）た
だ
し
新
品
を
購
入
さ
れ
る
人
は
、

廃
棄
料
は
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

消
防
本
部

牲
２
８
３
―
３
５
８
５

高
松
分
署

牲
２
８
２
―
５
６
６
６

●

宇
ノ
気
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
か

ら「
会
員
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
募
金（
ほ

の
ぼ
の
募
金
）を
、
福
祉
事
業
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」と
７
万
円
を
寄
附
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●

三
浦
シ
ヅ
子
さ
ん（
七
窪
）か
ら
、「
夫

（
宏
）が
生
前
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
、
老
人
福
祉
事
業
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」と
10
万
円
を
寄
附
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

か
ほ
く
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は

次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

対

象

か
ほ
く
市
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
で

誕
生
日（
ま
た
は
転
入
日
）〜
満
７
歳
に

な
る
月
の
末
日
ま
で

助
成
対
象
と
な
る
医
療
費

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
た
医
療
費

（
家
族
付
加
給
付
金
や
高
額
療
養
費
が
あ
る

場
合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
で
す
）

助
成
額

全
額
助
成

請
求
期
間

診
療
月
か
ら
２
年
以
内

窓

口

市
役
所
市
民
部
保
険
医
療
課
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
郵
送
可
）

※
た
だ
し
、
平
成
16
年
２
月
以
前
の
診
療

分
に
お
い
て
は
、
旧
町
の
乳
幼
児
医
療

費
給
付
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
ま
す
。

※
新
し
い「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
」に
つ
い

て
は
新
市
長
が
決
定
次
第
、
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
平
成
16
年
５
月
予
定
）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

市
民
部

保
険
医
療
課

医
療
係

牲
２
８
３
―
７
１
２
３

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

か
ほ
く
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

対

象

か
ほ
く
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

拭
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
お
よ
び
児
童

植
父
母
の
い
な
い
児
童

助
成
対
象
と
な
る
医
療
費

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
た
医
療
費

（
家
族
付
加
給
付
金
や
高
額
療
養
費
が
あ
る

場
合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
で
す
）

助
成
額

全
額
助
成

請
求
期
間

診
療
月
か
ら
２
年
以
内

窓

口

市
役
所
市
民
部
保
険
医
療
課
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
郵
送
可
）

※
た
だ
し
、
平
成
16
年
２
月
以
前
の
診
療
分

に
お
い
て
は
、
旧
町
の
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
ま
す
。

※
新
し
い「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受

給
資
格
証
」に
つ
い
て
は
３
月
末
ま
で

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

市
民
部

保
険
医
療
課

医
療
係

牲
２
８
３
―
７
１
２
３

●
身
体
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

か
ほ
く
市
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

対

象

か
ほ
く
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

拭
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
、
２
級
ま
た
は

療
育
手
帳
の
判
定
Ａ
の
方
・
Ｂ
１
の
方

（
入
院
し
た
場
合
の
み
）

植
身
体
障
害
者
手
帳
の
３
級
ま
た
は
療
育

手
帳
の
Ｂ
の
方

助
成
対
象
と
な
る
医
療
費

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
た
医
療
費

（
家
族
付
加
給
付
金
や
高
額
療
養
費
が
あ
る

場
合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
で
す
）

助
成
額

対
象
拭
の
方
…
全
額
助
成

対
象
植
の
方
…
３
分
の
２（
た
だ
し
Ｂ

１
の
方
の
入
院
に
か
か
る
医
療
費
に
つ

い
て
は
全
額
助
成
）

請
求
期
間

診
療
月
か
ら
２
年
以
内

窓

口

市
役
所
市
民
部
保
険
医
療
課
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
郵
送
可
）

※
た
だ
し
、
平
成
16
年
２
月
以
前
の
診
療
分

に
お
い
て
は
、
旧
町
の
心
身
障
害
者
医
療

費
給
付
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
ま
す
。

※
新
し
い「
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
資

格
証
」に
つ
い
て
は
２
月
中
に
送
付
し

て
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

市
民
部

保
険
医
療
課

医
療
係

牲
２
８
３
―
７
１
２
３

●
○福
69
歳
医
療
費
助
成
制
度

か
ほ
く
市
○福
69
歳
医
療
費
助
成
制
度
は

次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

対

象

か
ほ
く
市
に
住
所
を
有
す
る
69
歳
の
方

助
成
対
象
と
な
る
医
療
費

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
た
医
療
費

1011

情報

（
家
族
付
加
給
付
金
や
高
額
療
養
費
が
あ
る

場
合
は
そ
の
額
を
差
し
引
い
た
額
で
す
）

助
成
額

老
人
保
健
法
に
定
め
る
一
部

負
担
金
を
差
し
引
い
た
額

請
求
期
間

診
療
月
か
ら
２
年
以
内

窓

口

市
役
所
市
民
部
保
険
医
療
課
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
郵
送
可
）

※
た
だ
し
、
平
成
16
年
２
月
以
前
の
診
療

分
に
お
い
て
は
、
旧
町
の
医
療
費
給
付

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
ま
す
。

※
新
し
い「
○福
医
療
費
受
給
証
」に
つ
い
て

は
２
月
中
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

市
民
部

保
険
医
療
課

医
療
係

牲
２
８
３
―
７
１
２
３

●
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

廃
車
・
名
義
変
更
・
住
所
変
更
等
を
早
め
に

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
・
バ
イ

ク
等
の
主
た
る
定
置
場
の
あ
る
市
町
村

で
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者（
使

用
者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。

変
更
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
２
日
以
降
に
手
続
き
を
さ
れ
る

と
、
今
年
度
も
課
税
と
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

減
免
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
を

持
参
の
上
、
５
月
21
日
昔
ま
で
に
税
務

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

総
務
部
税
務
課
牲
２
８
３
―
１
１
１
４

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
で

き
ま
す

日

時

４
月
１
日
斥
〜
５
月
31
日
席

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場

所

総
務
部
税
務
課（
東
庁
舎

２
階
）

牲
２
８
３
―
１
１
１
４

縦
覧
制
度

縦
覧
帳
簿
に
よ
り
自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋

に
つ
い
て
周
辺
の
も
の
と
比
較
で
き
ま
す
。

閲
覧
制
度

従
来
同
様
、
自
己
所
有
の
固
定
資
産
に
つ

い
て
課
税
台
帳
お
よ
び
名
寄
帳
を
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
借
地
・
借
家
人
も
当
該
土

地
・
家
屋
に
限
り
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
課
税
台
帳
、
名
寄
帳
の
写
し
が
必
要
な

方
は
、
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、
借
地
、
借

家
の
方
は
借
り
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
面
が
必
要
で
す
。

※
代
理
の
方
は
委
任
の
旨
を
証
す
る
書
面

が
必
要
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

総
務
部
税
務
課
牲
２
８
３
―
１
１
１
４

●
春
季
火
災
予
防
運
動

実
施
期
間

３
月
20
日
析
〜
３
月
26
日
昔

情報

医
療
・
福
祉

■かほく市役所（旧宇ノ気町役場）
㈹076-283-1111

総務部
・総務課 283-1111
・合併調整室 283-7128
・サービスセンター 283-1110
・企画財政課 283-1112
・管理課 283-1113
・税務課 283-1114

市民部
・市民課 283-1116
・健康福祉課 283-7120
・福祉事務所 283-7121
・保険医療課 283-7123
・環境安全課 283-7124

議会事務局 283-7126

監査委員事務局 283-7127

会計課 283-7125

■かほく市七塚庁舎（旧七塚町役場）
㈹076-283-2121

教育部
・学校教育課 283-7136
・生涯学習課 283-7137
・体育振興課 283-7138

サービスセンター 283-7135

■かほく市高松庁舎（旧高松町役場）
㈹076-281-2121

産業建設部
・都市建設課 281-3920
・農林水産課 281-3921
・商工観光課 281-3922

企業局
・水道課 281-3923
・下水道課 281-3924

サービスセンター 281-2122

■かほく市ホームページ
http://www.city.kahoku.ishikawa.jp/

■Eメール
info@city.kahoku.ishikawa.jp

税

金

お
知
ら
せ

か
ほ
く
市

バ
ー
ス
デ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

善

意

を

あ

り

が

と

う

「
そ
の
油
断火か

ら
炎
へ

災
い
へ
」

３
月
１
日
の
か
ほ
く
市
誕
生
を
記
念
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
弦
楽
四
重
奏
メ

ン
バ
ー
を
迎
え
て
の
演
奏
会
で
す
。
心
に
響

く
心
地
よ
い
演
奏
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 時 3/31戚
・午後6：30～ プレコンサート（ホール前ホワイエ）
・午後7：00～ ホールコンサート

場 所 西田哲学館

演奏者

チケットのお求め・問い合わせ先

チェロ／大澤 明さん
第１ヴァイオリン／坂本久仁雄さん
第２ヴァイオリン／ヴォーン・ヒューズさん
ヴィオラ／石黒 泰典さん

西田哲学館 牲283-6600

入場料 1,000円
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２
年
越
し
で
迎
え
た
合
併
当
日
、
慌
た
だ

し
い
一
日
を
終
え
、
い
よ
い
よ
新
時
代

へ
の
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
市

民
の
方
に
ご
感
想
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

「
朝
の
天
気
予
報
で
か
ほ
く
市
と
出
て
い
た
こ

と
で
か
ほ
く
市
民
を
実
感
し
ま
し
た
」、「
婚

姻
届
は
ぜ
ひ
か
ほ
く
市
で
し
た
い
で
す
」な
ど

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
章
を
考
案
さ
れ
た
椿
本
さ
ん
を
ご
招

待
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
ご
都
合
に

よ
り
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
だ
一

度
も
石
川
県
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
自
然
い
っ
ぱ
い
の
か
ほ
く
市
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

ぜ
ひ
一
度
お
い
で
い
た
だ
い
て
青
い
海
と

山
々
を
満
喫
し
、
お
い
し
い
魚
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

か
ほ
く
市
の
広
報
は
今
後
毎
月
１
回
１

日
発
行
と
な
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
４

月
号
の
取
材
に
余
地
、
若
緑
、
元
女
、
黒
川
、

八
野
を
通
っ
て
瀬
戸
町
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、

地
域
の
方
々
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
ず
、
各
地
域
を
知
る
こ
と
が

先
決
で
す
が
、
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平成16年３月１日現在

合 計 35,455 人
男 性 17,047 人
女 性 18,408 人
世帯数 10,559 世帯

かほく市の人口

「かほく市」の頭文字「か」の字を図案化し、ブ
ルーで波頭をかたどって日本海を表し、上と
左右の三方に伸びるみどりの形にかほく市の
飛躍・発展を象徴しています。

作 者
和歌山県 椿本 僖

よし

一
かず

さん（82歳）

ご縁がありまして、かほく市の市章に決定しましたこと

を光栄に思います。標語を作ったり、マークなどのデザイ

ンを趣味でやっており、公募ガイド11月号を見て応募しま

した。北陸の日本海と緑豊かな自然をイメージしました。

かほく市章


